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Step１ 小施策の全体像 

小施策の概要等（構成事業は別紙ロジックモデルシートのとおり） 

現状と課題 

・ 市民の健康増進を図るため，市民自らが生活習慣を改善して発病を予

防する「一次予防」と，健康診査・がん検診など，受診促進により病気

の早期発見・早期治療を進める「二次予防」に重点をおいた取組が必要

である。 

・ 社会情勢の変化に伴い，うつ病や自殺者が増加しており，こころの健

康づくりが重要となっている。 

・ 乳幼児や児童，高齢者などが感染症にかかったり，病気がまん延する

ことを防止する必要がある。 

取組の方向性 

 市民が病気にならないように，感染症の発生や流行の予防に努めるとと

もに，疾病予防のための各種予防接種を行います。また，精神保健の向上

を図るなど，健康を保つ活動を推進する。 

対象 

（誰（何）を対象として行うのか） 

 市民 

意図 

（対象をどのようにしたいのか） 

 病気にならないようにする。 

 

Step２ 成果指標の推移 

（↑：数値を上げていくことを目標とする指標，↓：数値を下げていくことを目標とする指標，→：数値を維持

することを目標とする指標） 

指標項目 単位 

25 年度 

実績 

（現状値） 

27 年度 

実績 

31 年度 

目標値 

36 年度 

目標値 

Ａ 全結核罹患率（人口 10万人

対） (↓) 
割合 9.7 9.0 8.7 8.0 

Ｂ 乳幼児予防接種の接種者の

割合 (↑) 
％ 92.3 91.0 95.0 100.0 

Ｃ 高齢者予防接種の接種割合 

 (↑) 
％ 53.8 49.6 57.0 62.0 
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Step３ 市民ニーズの把握 

盛岡市まちづくり評価アンケートの結果（平成 28年３月）によると，「健康診断や予防接種， 

健康相談のしやすさについて」の現在の満足度については，「とても満足」及び「やや満足」を合

わせると 42.8％と半数に届かない状況となっているが，今後の重要度については「とても重要」

及び「やや重要」を合わせて 79.9％に上っていることから，より一層の施策の推進が求められて

いる。 

 

Step４ 役割分担分析 

１ 各主体の役割の状況 

 

２ 今後の市の役割の比重の方向性とその理由 

□ 市の役割の比重を拡大していくことを検討する 

■ 現状維持（現在の市の役割の比重を維持する） 

□ 市の役割の比重を縮小していくことを検討する 

（理由） 

   法定事務として実施している事業は，国・県，関係団体等との連携により積極的に事業を

推進し，他の事業についても市が実施主体となって事業を推進するものである。また，市民

一人ひとりも日常生活において健康への関心を高めることや，健康づくりのために取り組み

を行うことも重要であることから，各役割の比重については現状維持とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 役割の内容 
役割分担

比率（％） 

各主体の 

役割の状況 

市 
市民の健康が保持されるように積極的に事業を推進す 

る。 
35 

国・県・ 

他自治体 

法定事務においては，円滑な事業の推進のため，国・

県，市の連携が必要とされる。 
35 

市民・ 

ＮＰＯ 

健康づくりに関心を持ち，健康保持のための活動に取

り組む。 
30 

企業・ 

その他 
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Step５ 成果・問題点の把握と改革改善案 

１ 成果の把握と要因分析及び課題の設定 

 (1) 小施策の中で成果をあげた点 

  ・ 全結核罹患率が低下傾向にあり，常に全国平均を下回る状況となっている。 

  ・ 乳幼児予防接種の接種者の割合が高い水準を維持しており，高齢者を対象とした予防接

種の接種率も 50％前後の割合で推移している。 

 

(2) 成果をあげた要因 

・ 「感染症対策事業」において，結核レントゲン検診の実施，広報等による啓発，医療機

関との連携等により，市民に結核予防の重要性を周知したことによるものと考えられる。 

・ 「予防接種事業」において，予防接種の重要性の啓発や，高齢者に対する個別案内など

により，感染症予防に対する市民意識の向上に繋がったものと考えられる。 

 

 (3) さらなる成果向上に向けて取り組むべき課題（課題がある場合に記載） 

感染症の拡大防止及び予防接種の接種率向上のため，対象者及び市民への周知・啓発を継

続していく。 

 

２ 問題点の把握と原因分析及び課題の設定 

(1) 小施策における現状の問題点 

結核患者における高齢者の割合が全国的に増加傾向にある。 

 

(2) 現状の問題点が生じている原因 

若年時に感染し，休眠していた結核菌が高齢化に伴う免疫低下などにより発症することが

原因となっている。 

 

(3) 分析した原因を踏まえて取り組むべき課題 

結核検診の結果，要精密検査となった対象者へ受診勧奨を行う。 

 

３ 改革改善案（上記１(3) 及び２(3) で設定した課題に対する具体の取組） 

「感染症対策事業」及び「予防接種事業」等において，感染症の拡大防及び予防接種率の向

上につなげるため，広報紙，啓発事業，個別通知等を実施する。 

 

Step６ 小施策と構成事業の関係性 

１ 小施策との結び付きが弱い，もしくは他の事業と重複していると考えられる事業 

  該当事業なし。 

 

２ １で記載した事業についてその理由 

 

 

３ １で記載した事業の今後の方向性（案）（縮小・廃止・統廃合等） 

 


